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佐 渡　1 51 1 ・1 21 3
粟 島1 ・1 t 1 ・・1 1
全 70
???? 19
27．1
38
54．3
60
85．7
1）過去と現在の比較
　行事の総数は第7表で比較したとおりであり，現在は10％強程減少している。この場合生活改善普
及員に依頼して得られたデータ（以下生改）とその他（以下一般）’を比較すると，前者では現在にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いても行事が行われている割合が高い。生改は　　第7表行事実施数について過去と現在の比較
行事突施総数
過 去i 現　　　　在
??
計
般†? 1，670（100）＊
P，675（100）
R，345（100）
1，440（8a　2）
P，550（9Z　5）
Q，990（894）
＊　（）内，過去を100とした指数。
†本文，表3参照。
主として農村部での調査であるのに対して，一．一．一
般ではかなり都市部の家庭を含んでいるので，
都市部での年中行事離れが起？ている事を示す
ものと考えられる。
　第3，4表から，地域についてみると，上越
と粟島は過去と現在の実施割合に大差ないが，
他地域ではかなり減少している。特に佐渡と中
越一長岡地区の減少が顕著である。
　各行窮について過去と現在を比較すると栄枯盛衰が認められ興味深い。年中行事でない結婚祝い・
出産祝い，葬式，法事の全合計が428（指数100）から415（96・7）と減少が僅かであるのに対して・
年中行事の全合計は2，917（100）から2，575（88・3）と減少が著しい。
　年中行事の過去かち現在への変化を順位でもって，第8表に示した。実施割合が増加する行華・変
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化の少ない行事，減少する行事に分けることができる。全体の減少の中で増加するものは少ないが，
正月，クリスマス，大晦日，春祭り，夏祭りが増加している。特にクリスマスは平均実施割合は47．0
％から86．　3％へと，その増加率が高い。この他一部調査した誕生祝いの結果（第6表）をみると，
5＆6％から訂4％と平均実施割合が著しく増加している。前記の増加すう行事はマろマミに取り上げ
られる機会の多いも6D’G子供が関与する割合の高いものに多い。
　これに対して，減少する行事は数多いが，減少率の高いものは，藪入り，天神講，いんのこ正月，
くつわ朔日，十二講，ねはん会，きんぬぎ朔月，かがし引きであり，特にいんのこ正月とかがし引き
は絶滅に瀕している。これら減少の著しい行事は近接過去においても概して実施割合の低いものであ
って，現在においては急速に忘られ去れようとしているものと解される。
　増減の変化の少ないものの中で，実施割合の高いものは，小正月，節分，ひな祭り，彼岸（春・
秋），端午の節句，うら盆十五夜月見などであって，これらは人々の生活にある程度定着している
ものと考えられる。
第8表各行事実施割合について過去と現在の比較（年中行事について）
’lil－撃戟|il：mr！！！＝
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????→＝←??→????＝????＝???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????っ???????????????????????????????????｝???????????｝????????????????
　　　　　　＊平均実施割合（％）　過去と現在との差が，＜5：r≧5：過去よりみて増
　　　　　　　加↑，減少↓，≧10：増加↑↑，減少↓↓。
各行事を地域ごとに検討するどいくつかの注目すべき変化が認められる。粟島は水田農作業関連の
行事，田植え，かがし引き，刈上げのいずれもが行われなくなっている。これは新潟地震（1964）に
より水田を失ったためと考えられる。逆に運動会が0から75％へと実施割合が増加しているb
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　上越一西頸では，端午の節句とクリスマスが0から75％，ひな祭ウが25％から75％へと増加してい
る。特に端午の節句についての変化の事情に興味が持たれる。
　佐渡は行事の減少が特に著しく，いくつかは極端な減少を示している。特に正月の簡素化が甚だし
く，正月関連行事合計が95（指数100）から50（52．6）と激減している。
2）行事と地域性
　第3，4表に示した各小地域の行事実施数から，小地域ごとの平均実施割合を求めて，各年閣行事
の実施状況を県内各地域で比較した。即ち，年闘行事の県内分布について以下考察，検討した。しか
し全調査戸数が168と大変少ないので，予備的検討に止めた。この点，次報の特別食の県内分布との
関連，不足データの補充，文献についての考察などを加えて今後詳細な検討を予定している。
　年間行事のうち，過去，現在を問わず県下ほぼ均一に高い割合で実施されているのは，正凡　七
草，小正月，二十H正月，節分，彼岸（春秋），ひな祭り，うら盆，クリスマス，大晦日，春祭りお
よび夏祭りである。
　行事の実施に地域性がかなり明確で，かつ県下を大きく二分するのは，藪入り，ねはん会，花祭り
である。これらは第2図に示す如く分布し，藪入り，花祭りを祝う習慣は下越および佐渡は明らかに
圖
團
圃
囮
第2図　蔽入り，花祭り，ねはん会の分布
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少なく，その擁界線は中下越を分けるところに存在する。ねはん会は上越一西頸で著しく亮く，他地
域では低い。この西頸地区は他の行事についてもかなり異なった点が多い。
　それ程明確ではないが，ほぼ二分すると考えられるものが，神送りとえびす講である。神送りは上
越が少なく，えびす講は下越が少なく，その他の地域が多くなっている。
　一部に傾向の乱れが認められるものの，きんぬぎ朔日とはっさく朔日は第4図に示す如くであり，
特に佐渡では少ない。
えびす講
第3図　神送リ，えびす講の分布
囮
はっさく±
　朔日
團
圃
囮
第4図　きんぬぎ朔日．はっさく朔日の分布
　その他，端午の節句，十五夜月見は上越地方で少ない傾向がある。
　県内をいくつかの地域に明らかに区分できるものとしては，蔵閉き，七夕があり，両者とも中，下
越および佐渡に少ない。七夕は特に中越，佐渡で少ない（第5図）。
　特定の地域で集中的に行なわれる行事としては，中越一刈羽を中心とした地域でのえんま市があ
ろ。十二講ば中越一魚沼を中心として行われている。いんのこ正月は現在絶減に瀕しているが，かつ
ては中越を中心としてかなり行われていた事が認められる（第6図）。
　天神講と大師講はほぼ全県的に広く行われているが，地域的の傾向は朔陥1でない。同様なことが，
＜つわ朔日，二月正月，初午についても云える。
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第5図蔵開き．七夕の分布
圃
国
園
圃
囮
第6図　えんま市，十二講，いんのこ正月の分布
　かがし引き，刈上げは農作業に直結する行事であるが，ともに特定の地域的傾向が認められない。
刈上げは現在でもかなり高い劉合で行われているが，かがし引きは絶減しようとしている。この場合
は，どの地域で行われているというより，どの地域で維持されているかということになるのであろ
う。神迎え，いんのこ正月など著しく減少しつつある行事も同様である。
　以上の結果を総合して，年間行事の実施状況から新潟県を地域区分することを試みて，予備的であ
るが，第7図の地域区分を得・た。
　A（上越）……第2表の一ヒ越地方全域がそのまま該当するA1（西頸）とA2（中頸1寮頸）に分
けるが，A2中の束頸は遷移地帯として中越一魚沼（B1）と共逓するところがある。越後地方を二
分する様な場合には，その境界がB2とC1とを分けるところに集まるので，　AとB（中越）は共通
する点も多いが，Aは多くの特徴を有している。　AはBを介して，新潟を中心とした下越（C），い
わゆる蒲原地方とは，行市の突施の点においてもかなりの隔たりが認めら「｝しる。
　Aに多い行小は，全県的にほぼ均一で多いもの（正月，七草，小正月，ニート日正月，節分，春秋の
彼岸，ひな祭り，1）ら盆，クリスマス，大晦1］，春祭り，秋祭り）を除いて・五1装開き，蔽入り，花祭
り，七夕，刈上げである。ねはん会，えびす講は他地域に比して割合に多い。他地区に」七して少蹴い
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西頸
中頸
　　　　o
刈羽
　C
新潟
長’
魚沼
　　　A2
第ア図　年間行事よりみた新潟県の地域区分
岩船
北蒲
中東蒲
　　B
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のは，十五夜月見；神送り，神迎えである。
　A1……A地区共通の特徴の他に，ねはん会，天神講た例をみる如く，かなりA2と異なる点があ
る。調査戸数が少ないので推察の域を出ないが富山県の影響を受けているのでほなかろうか。
　A2……共通の特徴の他に，かがし引きが比較的良く保存されており，えんま市が刈羽と共通して
いる。東頸は十二講においてB1（魚沼）と共通している。－
　B（中越）……中越地方全域。B1（魚沼）と刈羽，長岡，南…蒲を合わせたB2に分け筍。　BはA
とCの中間にあって，A，　Cの遷移地帯となる他，　B独得の特徴も少なくない。
　Bで比較的多く実施されている行事は，全県的にほぼ均一で多いものを除いて，藪入り，花祭り，
きんぬぎ朔日，はっさく朔日，十五夜月見，刈上げである。神送り，神迎え，えびす講，大師講など
は他地域に比して割合に多い。またいんのこ正月は過去ではかなり行われていたが絶滅寸前である。
他地域に比して著しく少ないのは七夕である。
　B1……かなり特徴ある地域であって，共通の事項以外では，　B　2に比して天神講が少なく，逆に
初午，はっさく朔日が多い。十二講は本地域を中心として行われている。
　B2……B地区共通の事項以外では，刈羽のえんま市，南蒲の神送り，神迎えが注目される。
　C（下越）……第2表の下越地方全域に粟島を加えた地域。C1（西，中東，北i蒲）とC2　（岩t
船，粟島）に分ける。
　Cで比較的多く実施されている行事は，全県的にほぼ均一で多いものを除いて，端午の節句，七
夕，十五夜月見である。藪入り，花祭り，えびす講，神送りは他地域に比して少ない。
　C1……実施割合の低い地域であって，新潟市という比較的大規模な都市の影響が考えられる。新
潟地区は特に行事割合が低い。C1は北蒲を介してC2と接しているが，北蒲が遷移地帯であること
は，くつわ朔日，初午，きんぬぎ朔日，はっさく朔日，刈上げに認められる。
　C2∴…実施割合の高い地域である。第2表では粟島を島喚ということで別地域としたが，行事か
らみると岩船とほとんど共通である。
　C地区共通の事項を除いて，蔵開き，ひな祭り，きんぬぎ朔日，はっさく朔日・七夕・大師講が多
い。本地域で，特に粟島においてひな祭りと七夕が極めて実施割合が高いことに注目される。C1に
比して低くなる行事はほとんどない。
　D（佐渡）……佐渡地域そのまま。越後側とはかなりの相違が認められる。藪入り・天神講・花祭
り，きんぬぎ朔日，七夕，はっさく朔日が少なぐ，逆に節分，十五夜月見，えびす講，大師講が多
い。文化的歴史が越後とかなり異なった地域であるので，更に深い検討が必要と思われる。
?
と　　め
　前報に引き続き，行事と行事食について全県的調査を行った結果のうち，行事についてまとめ・そ
の地域性について若干の考察を加え，行事からみた新潟県の地域区分を試みた・また行琳の変遷も検
討し，いくっかの行事が絶滅に瀕している事を認めた。
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　本報告では蒐集したデータをそのまま表示し，考察は最少限に止めた。今後更に不充分な点を補な
い，諸文献を参考にして検討，考察を加える予定である。
　稿を終るに当り，アンケート調査に御回答を寄せられた方々，本調査研究に御支援と御協力を頂い
た新潟県農林部専門技術員室および各地区の生活改善普及員に深謝致します。
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